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市
長
は
就
任
以
来
、
実
績
を
着
々
と
積
み
重
ね
て

い
る
が
、
今
後
の
市
政
を
担
当
す
る
上
で
の
基
本
姿
勢
に

つ
い
て
、
改
め
て
市
民
に
示
し
て
ほ
し
い
。

　
ま
た
、
町
づ
く
り
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
、
市
長
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　  

…
市
長

　

私
の
基
本
理
念
は
、
市
民
は
「
お
客
様
」
「
顧
客
」
で

あ
り
、
職
員
は
「
コ
ス
ト
」
で
は
な
く
「
資
産
」
で
あ
る

と
い
う
こ
と
へ
の
原
点
回
帰
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
市

民
と
職
員
の
満
足
の
一
致
が
、
私
の
求
め
る
市
政
の
姿
で

あ
り
、
「
市
民
本
位
」
「
市
民
参
加
」
「
市
民
対
話
」
に

よ
る
町
づ
く
り
の
た
め
の
唯
一
無
二
の
方
法
で
あ
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
市
長
就
任
後
、
こ
れ
ら
の
実
現
に
向
け
て
、
可
能

な
も
の
か
ら
順
次
、
取
り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
少

し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
の
姿
勢
と
考
え
に
つ
い

て
、
職
員
意
識
へ
の
浸
透
と
市
民
の
理
解
が
、
成
果
と
し

て
現
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
当
た
っ
て
も
、
「
事
業
再
検

討
」
に
よ
る
施
策
の
洗
い
直
し
や
、
市
民
や
企
業
等
と
の

対
話
を
基
本
と
し
て
、
施
策
の
推
進
と
市
政
へ
の
反
映
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
町
づ
く
り
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
も
同

様
で
あ
り
ま
し
て
、
私
は
、
人
口
を
増
や
し
て
元
気
な
坂

出
市
を
取
り
戻
す
と
い
う
大
き
な
夢
に
向
か
っ
て
、
市
民

の
知
恵
と
意
見
を
集
約
し
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
そ
の
実

現
が
私
の
使
命
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
議
会
か
ら
の
提
言
を
頂
く
中
で
、
市
民
と
一

緒
に
夢
の
実
現
に
ま
い
進
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。
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中
讃
県
税
事
務
所
跡
地
に
つ
い
て
は
、
市
役
所
分

庁
舎
と
し
て
、
教
育
委
員
会
事
務
局
等
が
利
用
す
る
と
の

こ
と
だ
が
、
詳
し
い
内
容
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
現
在
、
教
育
委
員
会
事
務
局
が
使
用
し
て
い
る

合
同
庁
舎
３
階
に
つ
い
て
は
、
移
転
後
、
ど
の
よ
う
な
利

用
を
す
る
の
か
。

　
　  

…
副
市
長

　

中
讃
県
税
事
務
所
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、
分
庁
舎

整
備
事
業
と
し
て
、
一
般
会
計
当
初
予
算
に
公
有
財
産
購

入
費
、
工
事
費
、
備
品
購
入
費
等
の
関
係
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
、
売
買
契
約
な
ど
の
事
務
手
続
き
を

行
い
、
所
有
権
移
転
登
記
後
に
必
要
な
改
修
等
を
実
施
し

た
上
で
、
今
年
の
秋
頃
か
ら
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　

中
讃
県
税
事
務
所
跡
地
は
、
教
育
委
員
会
事
務
局
が
主

に
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
配
置
計
画
を
検
討
し
て
い
ま
す

が
、
現
時
点
で
は
、
１
階
に
体
育
課
、
社
会
教
育
課
、
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
を
配
置
し
、
２
階
に
は
教
育
委
員
会

室
、
教
育
長
室
、
学
校
教
育
課
等
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
大
・
小
会
議
室
を
確
保
す
る
方
向
で
検
討
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
事
務
局
が
移
転
し
た
後
の
合
同
庁

舎
３
階
に
つ
い
て
は
、
環
境
経
済
部
と
農
業
委
員
会
事
務

局
な
ど
を
配
置
し
、
そ
の
跡
の
本
庁
舎
２
階
部
分
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
庁
舎
北
側
に
あ
り
ま
す
高
齢
介
護
課
と
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
配
置
す
る
方
向
で
検
討
を
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

質
問

答
弁

　
　
　

市
立
病
院
の
基
本
構
想
・
基
本
計
画
（
素
案
）
で

は
、
移
転
新
築
場
所
の
候
補
地
と
し
て
、
中
央
小
学
校
跡

地
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
判
断
す

れ
ば
、
中
央
小
学
校
跡
地
が
ベ
ス
ト
で
あ
り
、
優
先
順
位

は
高
い
と
考
え
る
が
、
市
の
見
解
は
。

　
ま
た
、
市
立
病
院
の
新
築
に
か
か
る
費
用
は
、
約
6
0

億
円
と
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、
新
病
院
開
設
後
の
損
益
計

算
と
資
金
収
支
に
つ
い
て
、
市
の
見
通
し
を
伺
う
。

　
　  

…
副
市
長

　

市
立
病
院
の
移
転
新
築
場
所
に
つ
い
て
は
、
市
と
し

て
、
坂
出
市
立
病
院
の
あ
り
方
有
識
者
会
議
で
候
補
地
と

し
て
示
さ
れ
た
内
容
等
を
踏
ま
え
る
と
、
中
央
小
学
校
跡

地
が
有
力
な
選
択
肢
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
中
央
小
学
校
の
用
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
小

学
校
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
の
活
用
に
つ

い
て
は
、
教
育
委
員
会
や
地
元
と
の
協
議
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
　  

…
市
立
病
院
事
務
局
長

　

新
病
院
開
設
後
の
損
益
計
算
に
つ
い
て
は
、
建
設
時
の

投
資
の
減
価
償
却
費
が
大
き
い
と
試
算
さ
れ
て
お
り
、
医

療
機
器
の
減
価
償
却
が
終
了
す
る
1
6
年
目
以
降
か
ら
、

黒
字
基
調
に
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

資
金
収
支
に
つ
い
て
は
、
病
院
独
自
の
健
全
経
営
に
加

え
、
施
設
等
に
係
る
起
債
の
元
利
償
還
金
の
１
／
２
が
一

般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
基
準
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る

と
、
新
病
院
開
設
後
か
ら
黒
字
、
す
な
わ
ち
資
金
余
剰
が

生
じ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
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答
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弁


